
 

 
明けましておめでとうございます。 

今年もよろしくお願いします。 

さて、新年になりました。冬休みはい 

かがお過ごしでしたか？  

昨年同様、引き続き新型コロナウイルス感染症拡大

防止対策のため、さまざまなお願いをさせていただく

と思いますが、深いご理解と温かいご協力をいただき

ますようお願いします。 

【２学期終業式・校長講話より】 

皆さん。夏休み明けに話した二つのことを覚えてい

ますか。 

一つ目は、オリンピックの話とともに「感謝」につ

いて話しました。普段の生活はもちろんのこと、２学

期に行われるたくさんの行事などで、どんな人に支え

られているのかを考え、感謝しながら生活するように

お願いしました。皆さんがよく使っている言葉、「あり

がとう」が学校中にあふれることを願いました。どう

でしたか？私は、いろいろな場所で皆さんが「ありが

とう」と言っている姿を見かけましたし、感謝の気持

ちを忘れずに行動している姿も見かけました。皆さん

のおかげで、笑顔で生活できました。ありがとう。 

二つ目は、笑顔の種を育てることです。２学期に

は、いろいろな場面で皆さんの素敵な笑顔を見ること

ができました。また、友達に優しく、そして友達と協

力して取り組んでいる姿をたくさん見ることができま

した。これからも引き続き思いやりの心をたくさんも

って、人に優しく接することを期待しています。そし

て、多くの素敵な笑顔を見られることを楽しみにして

います。 

それから、もう一つお話をします。命の大切さにつ

いてです。１１月に話したことを確認します。命は一

つしかありません。ゲームオーバーしてもリセットす

れば復活するのは、ゲームの中だけでのことで、実際 

の命は絶対に復活しません。悩みを一人で抱え込んで

しまって、思い詰めて取り返しのつかない行動をとっ

てしまうことは何としても避けたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

自分の命、友達の命、自分の周りの人たちの命。こ

の世に一つずつしかない、一人一つの大切な命。その

大切さについてしっかり考えてほしいと思います。 

【３学期始業式・校長講話より】 

皆さんは、「一年の計は元旦にあり」ということわざ

を聞いたことがありますか？これは、一代で中国地方

をほぼ統一した戦国武将である「毛利元就（もうりも

となり）」の言葉です。 

一年の計は春にあり 

一月の計は朔（ついたち）にあり 

一日の計は鶏鳴（けいめい）にあり 

朔（ついたち）とは、その月の初めの日。鶏鳴とは

その日の朝、一番鶏が鳴く、早朝のことです。そして

この毛利元就の言葉は、こういう意味になります。 

「新しい一年の計画は、その年の初めに、月の計画

は月の初めの日に、そして、今日の計画は、朝早くに

たてる。」さらに毛利元就が言いたかったのは、元旦、

月初めの日、その日の早朝に計画を立てるだけでは意

味がない。元旦、朔（ついたち）、鶏鳴からスタート

し、計画を実行していきなさいとも言っています。 

そこで、３学期は二つ（笑顔と目標）の話をしま

す。 

一つ目は、笑顔の話です。４月から話をしています

が、学年が終わる３月に桜小学校がたくさんの笑顔で

あふれるように、一人一人が引き続き笑顔の種を育て

てください。友達に温かい・優しい言葉をたくさんか

けてください。それが、肥料になります。 

二つ目は、先ほど話した今年の目標についてです。

元旦は過ぎていますが、今からでも遅くはありませ

ん。４月に新しい学年を迎えるにあたって、自分がど

うなっていたいのかを思い浮かべ目標を立ててくださ

い。一年の始まりに目標を決めることは、本当に大切

です。目標を決めないと、今年も何の成長もなく、去

年と同じ一年になってしまいます。今年こそは！と、

年始めに一年の目標を決めて、大切な一歩を歩み出し

て下さい！簡単なことでも大丈夫。三日坊主でも一日

休んでまた三日坊主を続ければ大丈夫。忘れずに実行

してみてください。 
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今年もよろしくお願いします！ 


